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楽しい学校

① 児童が、楽しく
学校で過ごせ
るよう手立てを
とっている。

3.2

① お子さんは、楽
しく学校に通っ
ている。

3.5

① 学校は楽しい。

3.7 3.5

児童のやる気
を引き出す活
動と児童の活
躍に対する賞
賛

② 児童のやる気を
引き出す活動を
多く取り入れな
がら、がんばり
を認め、賞賛の
言葉かけ等を
行っている。

3.2

② 学校は、子ども
たちのやる気を
引き出す活動を
多く取り入れな
がら、がんばり
を認め、ほめる
取組を行ってい
る。

3.3

② 先生たちは自
分のがんばりを
ほめてくれる。

3.6 3.4

教師力の
向上

③ 児童の学力向
上のために「わ
かる授業」や
「学習内容の定
着の工夫」を
行っている。

3.2

③ 学校は、子ども
たちの学力向
上のために「わ
かる授業」や
「学習内容の定
着の工夫」を
行っている。

3.2

③ 先生が教えてく
れることや授業
は、分かりやす
い。

3.7 3.4

教科指導

④ 授業の中で、タ
ブレットパソコン
やICT機器等
を使いながら一
人一人に応じ
た指導をしてい
る。

3.0

④ 学校は、授業の
中で、子どもた
ちの学力向上
ために、タブレッ
トパソコンを使
いながら一人
一人に応じた
指導をしてい
る。

3.1

④ タブレットを使っ
ての授業は、楽
しくて分かりや
すい。

3.7 3.3

家庭学習の
習慣化

⑤ 宿題や読み声
などの児童の
家庭学習に対
して、保護者に
丸つけや声か
け、励ましなど
をしてもらうよう
啓発している。

3.1

⑤ 保護者として、
宿題や読み声
などのお子さん
の家庭学習に
対して、丸つけ
や声かけ、励ま
しなどで関わっ
ている。

3.3

⑤ 家で宿題や宅
習などにきちん
と取り組んでい
る。

3.5 3.3

家読の取組

⑥ 「家読（うちど
く）」の取組に
向けて、児童や
保護者に環境
づくりや声かけ
を行っている。

3.0

⑥ ご家庭で、「家
読（うちどく）」
の取組に向け
て、お子さんが
家で本を読む
ための環境づく
りや声かけを
行っている。

2.9

⑥ 家でもよく本を
読んでいる（読
書をしている）。

2.7 2.9

・算数の授業が、難しくなってきて、
あまり理解しないまま進んでいるた
め、今後が心配です。きちんと理解し
ているか、学校でも確認しながら進め
てくださると助かります。
・担任の先生の発案で字が上手に書け
るようになったり、日記の返信コメン
トで日記を書くことが好きになりまし
た。上の子は担任の先生がほめてくれ
たと、苦手な体育が好きになってきま
した。先生方の声掛けのおかげで子ど
もたちのモチベーションがアップして
とてもありがたいです。
・今の時代、タブレットやスマホが当
たり前になってるし、学校でも、使わ
なきゃいけない状況になってるとは思
いますが、もう少し、使用時間を減ら
しても良いような気がします。
・今年から教科担任制になったので、
学年全クラスの先生と接する機会が増
えたのはいい。しかし、休んだ時の学
習の習得進捗や足りない時の補習など
は、結局はクラス担任が担ってくれる
ので、それはありがたいが、教科担任
の先生との連携が取れてないように思
う。一人一人の習得具合を把握して対
応してもらうには、難しいのかな？と
感じる。
・宿題の答えがないものがあるので全
ての宿題プリントには答えをつけても
らいたいです。高学年になるにつれて
親も分からない問題があります。
・宿題が多すぎて子どもも家族も睡眠
不足。年々学校で過ごす時間が減り、
その分のしわ寄せが家庭にきているの
なら少し見直して欲しい。成長期で睡
眠も必要なので、適度な量でよいと思
う。
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【学校の教育目標】たくましく、なかよく生きる、かしこい財っ子の育成
【学校経営ビジョン】「チームで、子ども一人一人を大切にする学校」
　　　　　　　　　　　　　　　　　①一人一人に将来必要な力をつける学校　　②職員、保護者、地域みんなで教育に関わる学校　　③笑顔あふれる学校

・3年生に進級し、学校に毎日通えるよ
うになり、まだまだ幼いですが随分と
成長したように思います。先生も親身
な対応をしてくださるので、良かった
なと思っています。
・４年生になって難しい授業が増えた
ため、自主的に勉強をする努力を先生
も工夫をされていると感じています。
自宅でも早起きして自主的に勉強に取
り組む姿勢が見られて、努力は嘘をつ
かないと実感しているところです。
・どの先生も子供達にとって何が良い
のかを考えて対応して下さっていると
感じています。私達、父兄への対応も
丁寧で安心してお預け出来ています。
働き方改革の面から、先生方もゆっく
りできる時間があるのか心配なので、
無理なさらずにこれからもお願いした
いです。
・連絡事項を記入しても担任からの返
事がない。改善出来るなら改善して欲
しい。

・学校や教師の対応は肯定的な意見が多かった。対
応が充実する分、働き方改革の視点で無理をしない
よう気遣ってくださる保護者もおり、教師の対応につい
て共感的に受け止められていることが分かる。
・教師から認められていると感じている児童の割合が
高く、教師が児童の自己肯定感を高めようとしている
ことが児童にも伝わっている。
・家庭との連絡については、十分配慮しているはずで
あるが、押印のみや返信遅れなどで「返事がない」と
感じさせてしまっていることも事実である。

【改善策または継続策】
・一人一人の児童のために教師ができることを実直に
取り組み続け、信頼を保つことができるようにしてい
く。
・「学校が楽しい」と思う児童が増えれば、それに比例
して保護者や地域の信頼も増える。児童の意欲を引き
出す活動内容を精選していきたい。
・家庭との連絡は、保護者の声を真摯に受け止め、誠
実に対応するよう、共通理解を図りたい。・学習内容の定着に関して不安をもっている保護者も
おり、学びの見届け、学びの確認が十分に行き届いて
いないことがうかがえる。
・教科指導においては、多くの児童は先生が教えてく
れることや授業は分かりやすいと回答しており、日々の
教材研究やICTの効果的な活用が、学習の分かりや
すさとして効果をあげていると考えられる。
・「家庭学習」においては、宿題を教えることへの不安
がある保護者もおり、安心して宿題に関わることがで
きるようなサポートが必要である。
・教科担任制に関しては、担任以外の先生と接するこ
とができるというメリットを保護者も感じているようで
ある。
・家読の取組については、全体的に評価が低い。働き
かけが不十分である。

【改善策または継続策】
・デジタル教科書の活用法も含め、ICT（情報機器）
を使うだけではなく、どのように効果的に活用できる
かを意識して授業づくりに取り組んでいく。
・宿題への取り組ませ方、解答の配付の仕方につい
て、最初の学級懇談で学年としての方針を明確に示
し、その意図を説明する時間を設けることで、保護者の
理解と協力を得られるようにする。
・教科担任制のメリットは生かしつつ、学年の中で、児
童の学習状況の共有を充実させていく必要がある。
・家読の取組については、メディアが読書より優先され
てしまう傾向もあるため、読書の楽しさを味わわせると
ともに、読書の大切さや取組の工夫を啓発していく必
要がある。
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3.5

3.4

○先生方の子どもたちへの対応を見ていると、一人
一人の様子をしっかりと見届け、見守っている姿は、
寄り添った関わりをされていることが伝わってくる。子
どもたちにとって「先生は自分のことを見ている」と感じ
ることで、安心して学校に通えるという信頼感につな
がっているのではないか。
○校長をはじめ全職員が子どものことに全力で取り組
んでいることが分かる。休み時間も職員は息つく暇も
ないようである。
○１学期は登校するのを嫌がっていた児童が遅れて
でも一人で登校するようになってきた。
○児童アンケートの２項目は、子どもにとってとても重
要なことであり、それがどちらも高評価なのは素晴らし
い。
○運動会の団技や表現で練習の成果が出たときの
先生や子どもたちの喜び方、涙を見ると、本当に一生
懸命頑張ったのだと感動した。先生方がリードし、子ど
もがついていくといった理想的な結果だと思う。
○財光寺小学校は子どもたちへの対応が丁寧で親
身になって考えてくれるという声を聞いている。

○２年生の算数の理解度に差がある。１年生か
ら差があるのではないだろうか。
○先生方は子どもが理解しやすいように、発言
しやすいように仕掛けを作って分かりやすくし
ていると思う。
○タブレットは子どもによってうまく活用でき
ていないこともあるようだ。
○宿題の量については、以前よりかなり減って
いる気がするが…。家読をする時間は反対に不
足しているように思える。
○教師の自己評価が３点前後なのは、できてい
ないというより、もっと子どもたちのためにで
きることがあるはずだと考えてくれている気が
する。
○保護者世代がそもそも本を読まない中、家読
を進めるのは大変だと思うが、大人になって、
読書をしてきた人、ちゃんとできる人は、仕事
もできる。そのような将来性やメリットが保護
者にも伝わるといい。
○家読については、時代の背景やタブレットの
使用頻度を考えると、今後は逆に読書もタブ
レットを使う方法を考えてみてはどうか。
○学習の定着には個人差や家庭環境も大きく影
響すると思うので、学校と家庭のコミュニケー
ションや児童別の対応については、一人の先生
で悩まず、複数の先生で対応するとよい。



よりよい人間
関係の醸成

⑦ 児童のよりよい
人間関係づくり
やいじめを防止
するための取組
に努めている。 3.4

⑦ 学校は、子ども
たちのよりよい
人間関係づくり
やいじめを防止
するための取組
に努めている。

3.2

⑦ クラスやまわり
の友だちと仲良
くしている。

3.7 3.4

あいさつの
励行

⑧ 地域や家でも、
児童がしっかり
とあいさつがで
きるように指導
や声かけを行っ
ている。

3.2

⑧ ご家庭で、地域
や家でもお子さ
んがしっかりと
あいさつができ
るように指導や
声かけを行って
いる。

3.4

⑧ 家や地域でも
あいさつや返事
をきちんとして
いる。

3.6 3.4

メディアコント
ロール

⑨ メディア（スマ
ホ・タブレット・
ゲーム等）の適
切な使い方に
ついて、適宜、
指導している。

3.1

⑨ メディア（スマ
ホ・タブレット・
ゲーム等）の使
い方についてお
子さんと話し合
い、家庭でルー
ルを決め、約束
を守らせてい
る。

3.2

⑨ 携帯・ｽﾏﾎ、ﾀﾌﾞ
ﾚｯﾄ、ｹﾞｰﾑの使
い方のやくそく
を守っている。

3.5 3.3

きまりを守る

⑩ きまりや社会で
のルール・約束
を守る大切さに
ついて指導を
行っている。 3.5

⑩ 学校は、きまり
や社会での
ルール・約束を
守る大切さにつ
いて指導を行っ
ている。

3.4

⑩ 学校のきまりや
約束をきちんと
守っている。

3.6 3.5

体力向上

⑪ 体育の授業や
外遊びの推進
等により、体力
づくりに取り組
ませている。 2.8

⑪ 学校は、体育の
授業や外遊び
の推進等によ
り、体力づくりに
取り組んでい
る。

3.3

⑪ 体育の授業や
昼休みの外遊
びで体をたくさ
ん動かしてい
る。 3.6 3.2

望ましい生活
習慣と健康管

理

⑫ 児童の健康管
理や生活リズム
の定着に向け
ての取組や指
導の工夫を行っ
ている。

3.0

⑫ 学校は、子ども
たちの健康管
理や生活リズム
の定着に向け
ての取組や指
導の工夫を行っ
ている。

3.3

⑫ 毎日の歯みが
きや朝ごはんな
ど、健康のため
にきまりよい生
活をしている。 3.7 3.3

食育指導

⑬ 食育の充実を
図るとともに、
食物アレルギー
等への対応を
適切に行ってい
る。

3.5

⑬ 学校は、食育の
充実を図るとと
もに、食物アレ
ルギー等への
対応を適切に
行っている。

3.6 3.6

・子どもを迎えに行ったときに高学年
ながらも元気に笑顔で挨拶する子ども
たちが多く、子どもたちの素直さなど
財小の良さを感じます。放課後の過ご
し方については学校、家庭で繰り返し
指導していく必要があると感じます。
・給食の残食を減らすのは良いことで
すが、あまり無理をさせないで欲し
い。上の子の時に、毎日おかわりをさ
せられ生活習慣病の指導を受けた。適
切な時間帯に、適切な早さで、適切な
量食べる指導を心がけていただきた
い。
・下校後に遊ぶ事は問題ないが、自宅
周囲や近所周囲で集団で騒がれたりし
てややストレスを感じる。遊んでいて
他人の家の設備破損や車に何かぶつけ
られたりした際に注意をして親同士の
トラブル（弁償や訴訟など）を起こし
たくないので、騒いで遊ぶのであれば
（自分の子へも話していますが、仕事
で目が届いていない事が現状）公園な
どで遊んでもらうよう予防的に声かけ
をして頂ければ助かります。
・ルールを守れない児童が目につきま
す。日常的に、人を傷つける発言をす
る、自己主張ばかりして協調性がな
い、放課後の過ごし方（道路に広がっ
て歩いたり、自転車にのる。時間が過
ぎても遅くまで遊んでいる)など、家庭
の指導も足りないのでしょうが、きち
んと守れている児童も連帯責任と言わ
れるのはおかしいと思う。
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・ほとんどの児童が、周りの友達と仲良くしていると回
答しており、大きないじめは起きていない。今後も、アン
ケートや状況観察で児童の様子を把握するよう努め
る。
・校内では積極的にあいさつができる児童も多いが、
登下校や地域でのあいさつになると、まだ十分とはい
えない。児童の自己評価は高いので、自分ではあいさ
つしているつもりでも、それが相手に届いていないこと
も推察される。
・タブレットの持ち帰りを実施し、家庭での使い方を考
えるきっかけづくりにすることができた。しかし、中には
タブレットをうまく活用できない家庭もあり、メディアコ
ントロールの重要性を再認識した。
・放課後の地域での過ごし方について、地域の方に迷
惑をかけるような行動が見られた。その都度、地域に
出向いて様子を確認したり、対象児童が分かっている
場合は直接指導をしたりして対応してきた。

【改善策または継続策】
・毎月のいじめアンケートや児童の観察をもとに、いじ
めを見抜く教師の目、絶対に許さないという学校全体
の雰囲気が醸成されるような研修、対策会議を継続
的に実施していく。
・人間関係づくりがうまくできない（苦手な）児童も散
見される。学級活動や道徳の時間を通して、温かい言
葉かけや相手の立場に立った言動等について指導し
ていく。
・メディアコントロールの取組については、中学校区で
手立てを検討し、小中一貫した取組の推進を図りた
い。
・2学期より、定期的に放課後に職員による立番指導
を行うようにした。下校時の児童の様子を把握し、指
導に生かすことができているので、継続していく。

・感染症等が学年、学級で流行りだし
た時、連絡事項等で教えていただける
と、助かります。病院にかかった際、
流行りを伝えることもでき子供への対
応もしやすくなるかと思います。

3.2

3.2

○あいさつ指導がしっかりと行われており、多くの子ど
もたちが元気な気持ちのよいあいさつをしているが、
中には下を向いたままの子どもがいるのが気がかり。
子どもたちが自信をもち、自然と笑顔であいさつがで
きるような環境づくりに期待する。
○あいさつする子としない子は７：３ぐらいではない
か。
○あいさつ指導は継続的な指導が必要であり、永遠
のテーマ・課題だと思う。
○登下校時の行動は、基本的には「家庭での教育・
しつけ」である。とはいえ、保護者同士ではなかなか
注意し合える環境ではないので、運営協議会など地
域と連携した子どもへの指導や見守りが必要。
○登校では、道路横断中にもかかわらずふざけたり
横向きに話す児童もいる。
○メディアコントロールの大切さを保護者、児童、学
校、地域とも知るべきだと思う。犯罪に染まってからで
は手遅れ。
○子どもの人間関係はうまくいっているように思える。
登校時は一人で登校したり離れて登校したりすること
が見られるが、いろいろな友達を楽しく帰っている。
○放課後の過ごし方は、大人がもう少し広い気持ちで
見届けることも必要。そもそも子どもは集まれば騒い
だり物を壊すこともある。すぐに怒って子どもたちが何
もできなくなるのもどうかと思う。
○給食は準備、片付けを工夫して、適切な時間確保
ができるようにするとよい。
○いじめは絶対に許さないという姿勢で、普段から先
生が言葉で発したり、張り紙をしたりしていじめ抑止を
図っていただきたい。

○むし歯の未治療者が半数いることに驚いた。
○むし歯の問題は家庭にあるように思う。宮崎県は
全国でもむし歯の保有率が高い。歯を大切にすること
がいかに大事なことなのかという自覚がない。ぜひ子
どものうちに直していただきたい。
○放課後や休日に外で遊ぶ子どもが少なくなってい
る。
○寒い日でも子どもたちは薄着で外遊びを楽しんだり
体育の授業を真剣に取り組んだりしている姿を見かけ
る。いつも感心している。
○子どもは大人に遊んでもらうと心を開きやすくなる。
先生たちは子どもと力いっぱい遊んでほしい。
○家読と同じく保護者も運動の習慣がない家庭も少
なくないので親子と地域が楽しめる機会があるとい
い。
○体力向上について、時代の流れなのか先生方と子
どもの評定に差があるのが特徴的だと思った。
○食育については朝ごはんの大切さや発酵食品、お
米を食べることの大切さなど、規則正しい食生活によ
る子どもの成長への影響などを学術的に伝えていくと
いいと思う。

・外遊びについては、職員も可能な限り運動場に出
て、児童と一緒に体を動かすようにしている。
・1月20日現在、むし歯の未治療者は罹患者の約半
数となっている。更なる啓発が必要である。
・インフルエンザ等の感染症に関して、問い合わせが
あった場合には状況を伝えていたが、より積極的に情
報発信をしていくべきであった。
・食に関する指導については、栄養教諭と連携を図っ
た食育授業を計画的に各学年で実施することができ
た。しかし、偏食や少食の児童も一定数おり、食と自分
の体の健康とが結びついていないことが考えられる。
・食物アレルギーの対応については、誤飲誤食等がな
いように、万全な体制をとりながら対応をしている。

【改善策または継続策】
・スクールスポーツプランをもとに、継続して体力づくり
に取り組んでいく。また、体育委員会を中心として、
「長なわ大会」などのイベントを仕組むことで、運動す
る機会も増えてきたので、継続していく。
・感染症が流行した場合は、安心メールを使ってでき
るだけ早く保護者に伝達するように努める。
・むし歯の治療率を高めるため、手紙や担任からの直
接的な声かけを通して保護者へ働きかけをしていく。
・偏食や少食の児童に対しては、食事の意義を理解さ
せ啓発を続けていく。



コミュニティー
スクール

⑭ 体験活動や地
域の人材、資源
を生かした学習
活動を積極的
に行っている。 3.2

⑭ 学校は、体験活
動や地域の人
材、資源を生か
した学習活動を
積極的に行って
いる。

3.4

⑬ 校外での学習
や地域の人と
の学習に楽しく
取り組んでい
る。 3.6 3.4

PTA活動の
取組

⑮ 保護者として、Ｐ
ＴＡ活動や地域
での活動に積
極的に参加して
いる。 2.8 2.8

地域活動へ
の参加

⑯ 地域で行われ
るさまざまな行
事や活動に、お
子さんを積極
的に参加させる
ようにしている。

2.8 2.8

情報発信

⑮ 通信や学校HP
等を通じて、学
校内外の情報
を分かりやすく
発信している。 3.3

⑰ 学校は、通信や
安心安全メー
ル、ホームペー
ジなどを通じ
て、学校内外の
情報をわかりや
すく発信してい
る。

3.5

⑭ 地域の行事や
活動にすすんで
参加している。

3.2 3.3

① 2.9

② 2.8

③ 3.1めざす児童生徒の姿の実現のために、中学校区内の学校で共通実践が進められている。

小中一貫教育に関する自己評価

・財小の先生方は、地域との関わりも
深く、熱心に子ども達に指導して下
さっていると思う。
・PTAは他学校のように時代に合わせ
廃止してほしい。
・ホームページを活かした発信をもっ
と行うと良いのではないかと感じま
す。発信されていたとしても、学校か
ら配布されるプリントで知る機会がほ
とんどないように感じます。
・クラスのことは通信で持って帰って
きますが、学校の取組は、あまり書か
れてないので勿体ないと思いました。

地

域

と

と
も

に

あ
る

学

校

3.5

○地域活動への参加は、敬老会やもちつき大
会、夏祭りにはたくさん来てくれてにぎやかだ
が、防災訓練の参加者は保護者共々少ない。参
加者ゼロのときもあった。防災の意識を高める
ため、地域住民と学校で訓練ができる日を設け
てはどうか。
○祭りの先生方のパレードはとても良かった。
積極的な関わりが、地域とのつながりを深める
大きな要因になったと思う。財っ子ギャラリー
も回数を増やして定着させていくといい。
○秋祭りに職員の参加を続けてほしい。
○地域人財が学校で活動するとき、どうしても
保護者の姿が見えてこなくて寂しい気がする。
５年生がもちつきをしたとき、保護者が多数参
加してくださり、地域と一緒になって米づくり
の最終章を教えることができた気がする。子ど
もは親を見て育つと思う。
○保護者はＰＴＡ廃止と言わずに、働き方改革
をふまえて実践してほしい。
○学校と地域と家庭が三位一体となって、子ど
もに真摯に向き合う姿勢を変えないで頑張って
ほしい。今後、ますます子どもの数が減る方向
だが、だからこそ地域全体で子どもたちを育て
ていく風土を次世代につなげていければと思
う。
○地域は一生懸命子どもたちの力になろうとし
ている（しなくてはならない）。学校は積極的
に発信してほしい。
○ホームページの発信は、どこまでアクセス数
や需要があるのか分からないが教育業務の負担
にならないような仕組みができるとよい。
○中高生や児童会とコミュニティースクールが
連携できるといい。
○ＰＴＡの廃止はあり得ない。育成会において
も加入のメリットを問う人がいるが、そもそも
ＰＴＡや育成会にメリットは少ない。子どもの
ために…それが答えであり、それ以上でもそれ
以下でもない。役員をしたくないだけ…。この
現状を維持、もしくは下降のスピードを鈍化さ
せるのが精一杯。

・コミュニティスクールの活動として、学校運営協議会
委員の仲介で財光寺商店会の協力を得て、「財っ子
ギャラリー」の取組を進めることができた。さらに、6年
生対象に地域の人材を活用したキャリア教育を実施
することができた。
･コミュニティスクールだよりを定期的に発行し、学校
運営協議会の活動を紹介することができた。
・PTAの組織の見直し、活動の在り方について、ＰＴＡ
会長と協議しながら改善を図る必要がある。
・五十猛神社例大祭に職員も参加し、地域の方々との
交流を図り、学校と地域のつながりを深めることがで
きた。
・安心安全メールによる積極的な情報発信、連絡はで
きたが、保護者が必要としている情報に気付けなかっ
た。また、ホームページ更新の間隔が空いてしまうこと
が多く、十分な情報発信ができなかった。

【改善策または継続策】
・保護者や地域の方々に、行事や活動の様子だけでな
く、学校運営や学習指導、生徒指導等の学校の取組
を紹介した学校だよりやコミュニティスクールだよりな
どを発行し、啓発を図っていく。
・PTA組織の在り方については、一人一役は維持しな
がらも、役を引き受けやすい仕組みづくりを進めてい
く。また、学校行事やＰＴＡ行事の精選と計画の改善を
行いながら、保護者がより参加しやすいように工夫し
ていく。
・ホームページの定期的な更新や安心安全メールを
活用した積極的な情報発信を心がけるとともに、情報
を受け取る側の立場に立った内容を考えていく。

グランドデザインは、職員の共通理解が図られている。

グランドデザインは、家庭や地域の理解が図られている。


